
環境動態解析
　　～環境中の化学物質汚染を探る～

生体影響評価　  
　　～化学物質曝露によるリスク評価～

安全・安心かつ持続可能な社会の構築に向けて先導的な研究を展開

環境低負荷・機能性材料の開発　
　　～バイオマス資源の有効利用～
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最近の主な論文・著書／
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